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事後評価調書 

部課室名 県土整備部土木局 
道路街路課 

記入責任者職氏名

（担当者氏名） 
道路街路課長 杉浦 正彦 
（県道班長 吉村 達郎） 内線 4362 

(4376） 
 

事業種別 道路事業 事業名 東播磨南北道路（主要地方道 加古川小野線） 
事業区間 加古川市野口町坂元～八幡町上西条 

事業期間 

計 画 

(再評価時) 
平成 10 年度～平成 25 年度 事業費 

(用地補償
費) 

計 画 

(再評価時) 
690 億円（193 億円） 

実 績 平成 10 年度～平成 25 年度 実 績 690 億円（193 億円） 

完了年月 平成 26年 3 月 過去の評価 平成 19 年度、平成 24年度に再評価 

事業目的 事業内容 

地域高規格道路である東播磨南北道路(東播磨道)は、 
加古川市の加古川ﾊﾞｲﾊﾟｽと小野市の国道 175 号を結ぶ自 
動車専用道路である。 
このうち第 1 期として、加古川ﾊﾞｲﾊﾟｽから八幡稲美ﾗﾝ 

ﾌﾟ間 5.2km と、一般道路区間として、国道 2 号から加古
川ﾊﾞｲﾊﾟｽ間 0.8km の計 6.0km を整備した。 
○交通渋滞の緩和、安全安心の確保 
・東播磨地域の南北交通を効率的に処理し、交通渋滞の
緩和、交通事故の削減等を図るとともに、災害時の緊
急輸送路となる。 

○地域連携・交流の促進 
・本事業により、東播磨地域と北播磨地域との所要時間が

短縮し、地域の連携や人・モノの交流が一層拡大する。 
○医療機関の連携強化 
・県立加古川医療ｾﾝﾀｰ(三次救急医療施設、災害拠点病院)

へのｱｸｾｽを向上させるとともに、周辺の二次医療救急
施設との連携強化を図る。 

【延  長】6,000m 

・自専道区間：5,200m（暫定 2車線施工） 

・一般道区間：800m ・側道区間 :3,300m 

【構造規格】  

・自専道区間  ：第１種第３級平地部 

・一般道路及び側道：第４種第１級 

【計画幅員】 

・自専道区間 14.0(18.7～19.0)m：4 車線 

   (7.0(12.7～13.5)m：暫定 2車線) 

・側道   3.25(11.25)m×2（両側） 

【計画交通量】 

・自専道区間：30,500 台/日(全線供用時) 

・側道区間 :10,200 台/日 

【現況交通量】（H27.4.21～22 観測） 

・自専道区間：28,505 台／日 

・側道区間 ：10,724 台／日 

●事業概要図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

【位置図】 

道路－１ 

八幡稲美ﾗﾝﾌﾟ

神野ﾗﾝﾌﾟ
加古川ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ

県立加古川医療ｾﾝﾀｰ

(仮)加古川中央市民病院
加古川ﾗﾝﾌﾟ

加古川東ﾗﾝﾌﾟ

(H28開院予定)

北播磨総合医療ｾﾝﾀｰ

兵庫あおの病院
(H27.8末開院)

(仮)八幡北ﾗﾝﾌﾟ

(仮)国道175号ﾗﾝﾌﾟ

東播磨道 北工区 L=6.9km

H26年3月 供用

事業中

東播磨道 南工区 自専道区間

（第3次救急医療施設）

稲美町

小野市

三木市

高砂市

加古川市

県立加古川医療ｾﾝﾀｰﾗﾝﾌﾟ

(仮)樫山ﾗﾝﾌﾟ 三木小野ＩＣ

一般道区間

L=0.8km L=5.2km

凡 例
供用区間(自専道、一般道)

事業中区間

国道(バイパス)

供用区間(側道)

高速道路

国道

県道



 

 
●事業を取り巻く社会経済情勢の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●事業の効果の発現状況 

直接効果 １．交通状況の変化  

(1)交通転換 

 

 

 

 

①東播磨道の供用により、加古川小野線などの現道交通量が約２～５割減少し、交通の円滑化が図れた。  

 
【東播磨道の交通量と周辺道路の交通量変化】

①人口・自動車保有台数の推移 （加古川市、小野市、三木市、稲美町）  

・人口は概して横ばいであるが、自動車保有台数は増加傾向であり、自動車交通への需要は増している。 
■人口の推移（平成 7年を 1.0 とした場合） ■自動車保有台数の推移

道路－２ 

播磨町

平 荘 市 場 線

加 古 川三田線

（ 仮）八幡北ﾗﾝﾌﾟ

（ 仮）樫山ﾗﾝﾌﾟ

県立加古川医療ｾﾝﾀｰﾗﾝﾌﾟ

八幡稲美ﾗﾝﾌﾟ

県 立 加古川医療
セ ンター

神野ﾗﾝﾌﾟ加古川中央JCT
24,900

河原交差点

〔加古川中央JCT付近〕

〔一般道の混雑緩和状況写真 ： （主）加古川小野線 河原交差点南行〕

【 供用前】 【 供用前】

転換

転換

凡 例

供用区間

事業中区間

供用前の主要ルート

〔神野ﾗﾝﾌﾟ付近〕

転換

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

（供用前）

H26.3.13～3.14
（供用後）

H27.4.21～4.22

11,400
9,400

約２割減

交通量（台 / 日）

【宗佐土山線】

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

（供用前）

H26.3.13～3.14
（供用後）

H27.4.21～4.22

【野口尾上線】

13,900

7,000

約５割減

交通量（台 / 日）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

（供用前）

H26.3.13～3.14
（供用後）

H27.4.21～4.22

【八幡別府線】
交通量（台 / 日）

11,200
8,100

約３割減

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

（供用前）

H26.3.13～3.14
（供用後）

H27.4.21～4.22

交通量（台 / 日）
【加古川小野線】

20,300

14,700

約３割減



 

 
●事業の効果の発現状況 

直接効果 １．交通渋滞の緩和、安全安心の確保   
(2)渋滞の緩和 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【渋滞交差点の混雑が大きく緩和】 

【整備前】

【加古川六反田】

【整備後】 【整備後】【整備前】

①東播磨道の供用により河原交差点などの渋滞交差点で、交通混雑が解消・緩和。 

②６カ所の渋滞総延長は、約７０ｋｍから約３５ｋｍに半減。 

【河原】

道路－３ 

凡 例

供用区間

事業中区間

※観測時間帯：16～18時

渋滞観測方向



 

加 古 川 ﾗ ﾝﾌﾟ

調査日：供用前 H26 3/11～3/14
供用後 H26 4/21～4/24

時間帯：朝夕ピーク平均

加古川市役所～小野市役所
42分→36分（6分短縮）

加古川市役所～県立加古川医療センター
22分→12分（10分短縮）

加古川市役所～三木市役所
45分→33分（12分短縮）

小野市役所

三木市役所

加古川市役所

平 荘 大 久保線

加 古 川 三田線

神
戸
加
古
川
姫
路
線

神野ﾗﾝﾌﾟ加古川中央JCT

県立加古川医療ｾﾝﾀｰﾗﾝﾌﾟ

八幡稲美ﾗﾝﾌﾟ

（仮）八幡北ﾗﾝﾌﾟ

東 播磨南北道路 （本線）

大 久 保 稲美加古川線

加 古 川 東ﾗﾝﾌﾟ

大 久 保 稲美加古川線

（仮）樫山ﾗﾝﾌﾟ

（仮）国道175ﾗﾝﾌﾟ

供用前ルート(加古川医療センター）

凡 例

供用後ルート

供用前ルート(小野市役所）

供用前ルート(三木市役所）

 

●事業の効果の発現状況 

直接効果 ２．地域連携・交流の促進  

(1)移動時間の短縮、防災機能の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)防災機能の向上 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①加古川市及び稲美町の沿線住民の約８割が「所要時間の短縮効果」に非常に満足又は満足と回答。  

②一方、小野市など北播磨地域では「所要時間の短縮効果」の満足度は約４割となっている。 
■加古川市役所から三木市役所、小野市役所、県立加古川医療センターまでの所要時間比較

 8 割が満足 

 7 割が満足 

 9 割が満足 

【住民アンケート調査結果】

道路－４ 

①火災発生現場により早く到着することが可能になった。 

②東播磨道周辺の災害発生現場に対して、より早く到着するルートの選択肢が増えた。 

稲美町

加古川市

東播磨道周辺の火災発生現場に対
して、時間的により早く到着するルー
トの選択肢が増えた。

県立加古川医療ｾﾝﾀｰﾗﾝﾌﾟ

大久保稲美加古川線

（供
用
前
）

（供用後）

加古川中央JCT

加古川市消防本部

神野ﾗﾝﾌﾟ

八幡稲美ﾗﾝﾌﾟ

野口分署

県立加古川
医療センター

両荘分署

（仮）八幡北ﾗﾝﾌﾟ



 

  
●事業の効果の発現状況 

直接効果 2．地域連携・交流の促進  
(3)地域間交流の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

加古川ﾗﾝﾌﾟ

明石西ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ

八幡稲美ﾗﾝﾌﾟ

東播磨南北道路

(仮)八幡北ﾗﾝﾌﾟ

県立加古川医療ｾﾝﾀｰ

神野ﾗﾝﾌﾟ

小野市

高砂市 稲美町

三木市

三木小野ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ

加古川西ﾗﾝﾌﾟ

北播磨総合医療ｾﾝﾀｰ

（仮)国道175号ﾗﾝﾌﾟ

県立加古川
医療ｾﾝﾀｰﾗﾝﾌﾟ

(仮)樫山ﾗﾝﾌﾟ

加古川中央JCT

東播磨南北道路凡例

供用区間

事業中区間

加古川東ﾗﾝﾌﾟ

加古川市公設
地方卸売市場

加古川ﾗﾝﾌﾟ

八幡稲美ﾗﾝﾌﾟ

東播磨南北道路

(仮)八幡北ﾗﾝﾌﾟ

県立加古川医療ｾﾝﾀｰ

神野ﾗﾝﾌﾟ

加古川西ﾗﾝﾌﾟ

県立加古川医療ｾﾝﾀｰﾗﾝﾌﾟ

加古川中央JCT

加古川東ﾗﾝﾌﾟ

(仮)加古川中央市民病院
H28年度開院

加古川東市民病院

加古川西市民病院

甲南加古川病院

池尻橋

新在家交差点

 

 

【路線バスの利便性が向上】

①東播磨道の供用により、加古川バイパス北側地域と南側地域のアクセスが大きく改善されたとの声が

寄せられている。  

②例えば、東加古川駅乗入れバス便数１５倍増。 

道路－５ 

（便）

1便

15便

１５倍

供用前 供用後

15

10
5

加古川駅発東加古川駅
経由路線

[ヒアリング調査]住民５７０名,学校５校,企業等４７社 

      ・加古川バイパス北側地域へのアクセス性向上 

      ・加古川バイパス経由と山陽道のルート選択が 

       可能となり、業務効率の向上に貢献している。 
物流企業 

      市役所での会合があるため、大幅な 

      時間短縮と定時制が確保されており、 

      非常に助かっている。 
学校関係者 

    ・加古川市街地へ行くのが億劫だったが、 

今は楽しくなった。（60 代 男性） 

    ・三木から加古川への通勤が 10 分短縮となり、 

通勤以外でも加古川以内へ行こうと思うよう 

になった。     （20 代 男性) 
沿線住民 

      ･渋滞が解消され、駅への到着時刻が 

       読めるようになり、乗入便数を増やす 

       ことが出来た。（１便→１５便） 

         路線バス会社 

     東播磨道の開通によりアクセス性が 

          向上したため、業務効率の向上に貢      

     献している。 

公設市場 

[供用前] JR東加古川駅への乗入便１便

[供用後] 新在家交差点や六反田交差点の渋滞が
改善され、乗入便が１５便に増加

＜凡例＞

バス路線

バス路線（増便区間）

    加古川に主要機能を集約予定。 
    東播磨道が全線開通すると、山陽自動車道を経由 
    した製品輸送がしやすくなるので、期待している。 

沿岸部メーカー 



 

  
●事業の効果の発現状況 

直接効果 ３．医療機関の連携強化   
(1) 医療機関へのアクセス性向上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

・外来患者の通院時間が大幅に短縮。 

・全線開通すれば、ドクターカー利用も 

大いに向上。 

道路－６ 

・明石や髙砂からの救急搬送時の 

時間短縮。 

県立加古川医療センター 救急隊員 

稲美町

高砂市

(高砂方面）

(明石方面）

加古川市

県立加古川医療ｾﾝﾀｰﾗﾝﾌﾟ

八幡稲美ﾗﾝﾌﾟ

神野ﾗﾝﾌﾟ

加古川中央ＪＣＴ
大久保稲美加古川線

加古川東ﾗﾝﾌﾟ

（仮）八幡

明石、高砂方面からの緊急輸送及び
外来患者の時間短縮が図られており
、アクセス性は改善。

県立加古川
医療センター

凡 例

供用区間

事業中区間


